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高等学校教育の現状と課題

県教育委員会事務局
高校教育課 副課⾧ 井守 貢

探究活動研究会のようす
令和８年２月11日（水）10：00～16：30 神戸国際会議場、市民広場

＜高校生の声＞
〇個人が普段の生活の中で疑問に思ったことをテーマ（課題）として
取り上げ、その解決に向けてさまざまな研究が行われていました。こ
のように、個人それぞれが感じた疑問をテーマにすることで、多様な
考え方や価値観に触れることができるだけでなく、物事の見方や考え
方がより深く広がっていくと感じました。

〇兵庫県には県民の声を直接反映させる場がまだ十分に多いとは言え
ない中で、このような発表・展示の場を通して意見や課題を取り入れ、
解決に向けた制作や提案を行うことは、より良いまちづくりを継続的
に進めていく上でとても意義のある取り組みだと思いました。

〇同じ高校生でもそれぞれに特色があって面白かったです。工業高校
や国際科の人の発表を聞く機会は滅多にないので、とても新鮮でした。
特にインドネシアからの留学生の発表は、自分たちにはない感覚を知
ることができ、とても楽しかったです。

〇様々な探究発表を見る中で、物事を違う角度から捉えられるように
なりました。探究の目的の一つは「人々の未来のためにある」という
ことに気づけたのが最大の収穫です。

〇多くの探究発表を見て、テーマ設定では
壮大な題材でなくても、日常の些細な気づき
からスタートすることが面白い探究活動の
秘訣だと感じました

＜教員の声＞
〇見学は探究活動のポスターセッションを中心
に行いましたが、高校生が生き生きと発表し、
懸命に質問に答える姿がとても印象的でした。
自校にも持ち帰りたいと思います。

〇他校の生徒との交流やレベルの高い発表を聞くことができ、本校の生
徒にとって大きな刺激になったようです。また、生徒以上に引率した教
員も学ぶところが多く、今後の実践に活かせそうです。内容を校内で共
有し、本校の探究的な学びをさらに進めていきたいと考えています。

＜保護者の声＞
〇どの生徒のテーマも素晴らしく、「こんな問題もあるのだ」と多くの
気づきを得ました。こうした探究活動の成果を、もっと多くの人に発信
すべきだと思います。

○特別支援学校のDXのプレゼンも含めて、生徒が考えていることを言語
化できていることこそが成⾧の証だと思います。

１日で兵庫県の探究活動の
○○がわかる 

＜来場者の回答＞
４人：「面白さ」「魅力」「幅広さ」

「多様性」「現在地」
３人：「未来」「今」「意義」
２人：「本質」「熱量」

教育振興基本計画

「次期教育振興基本計画について」（R5.3.8中教審諮問）から

次期学習指導要領に向けて（諮問）

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」（R6.12.25中教審諮問）から

検討の前提 検討の論点
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次期学習指導要領に向けて（論点整理）

「教育課程企画特別部会論点整理」（R7.9.25中教審）から

１ 学習指導要領改訂の大きな方向性とは
生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、

自らの人生を舵取りすることができる民主的で持続可能な社会の創り手をみんなで育む

次期学習指導要領に向けて（論点整理）

「教育課程企画特別部会論点整理」（R7.9.25中教審）から

2. 「深い学び」を実現するための分かりやすい学習指導要領に向けた工夫とは？
高次の資質・能力をもとにした一層の構造化・表形式化・デジタル化 ／ 「学びに向かう力、人間性等」の再整理

3.多様な子供たちを包摂するための柔軟な教育課程の在り方とは？
柔軟な教育課程編成の促進

4.情報活用能力の抜本的向上を図る方策とは？
情報活用能力の抜本的向上と質の高い探究的な学び

5.教育の質向上のための「余白」の創出とは?
標準授業時数の弾力化と時数精選の関係 ／ 学習指導要領の構造化・柔軟な教育課程を契機とした教科書等の改善

6.豊かな学びに繋がる学習評価の在り方とは?
「主体的に学習に取り組む態度」の評価の見直し（学びに向かう力、人間性等を構成する要素はあらかじめ整理）

7.その他の検討事項の方向性は？
⑴ カリキュラム・マネジメントの在り方 ⑵ 高等学校入学者選抜 ⑶ 産業教育
⑷ 特別支援教育 ⑸ 幼児教育 ⑹子供のより主体的な社会参画に関わる教育の改善

高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）
～2040年に向けた「N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想」～

高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）
～2040年に向けた「N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想」～

「県立高等学校教育改革第三次実施計画」
後期期間に位置付ける
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県立高校の魅力づくり
令和８年度実施事業
－アドバンスト・エッセンシャルワーカー等の育成－
(1) 県立高校イノベーション事業

従来の枠組にとらわれず質の高い教育を行う高校づくりを研究
(2) 産業教育設備整備事業

産業界のニーズに対応した教育に必要となる先端備品を整備

－理系人材の育成－
(3) 協働探究活動の充実

校内に留まらず他校・大学・企業等と連携した探究について研究

－多様な学習ニーズに対応した教育機会の確保－
(4) 遠隔授業環境整備事業

小規模校において専門性の高い教科・科目に遠隔授業を活用するための環境を整備
(5) 県立高校地域連携活性化事業

小規模校に在籍する生徒への多様な学習機会等確保を目的に、地域との連携による教育
活動の維持に向けた取組を推進

(6) 県立高校進学フェア
県立高校の魅力・特色を中学生やその保護者へ効果的に発信するフェアを開催

－アドバンスト・エッセンシャルワーカー等の育成－

－理系人材の育成－

－多様な学習ニーズに対応した教育機会の確保－

中堅の先生方に期待すること

○教育（仕事）の意義や意味を考えて教育活動に取り組んでください。
学校が育てたい生徒像・育成したい力

○信頼感あるチームづくりの核となってください。
遠くまで行きたければみんなで行け

〇自分のことこそ大切に。
教員の元気な姿がロールモデル
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